
安曇野市のラウンドアバウト整備について 

安曇野市 都市建設部  部長  横山 正      
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安曇野市の概要 

 安曇野市は、平成17年（2005年）10月1日に、豊科町・穂高
町・三郷村・堀金村・明科町の５町村が合併して誕生しました。 

 西部は雄大な北アルプス連峰がそびえ立つ中部山岳国立
公園の山岳地帯であり、燕岳、大天井岳、常念岳などの海抜
3,000メートル級の象徴的な山々があります。 

 北アルプスを源とする中房川、烏川、梓川、高瀬川などが犀
川に合流する東部は、「安曇野」と呼ばれる海抜500から700
メートルの概ね平坦な複合扇状地となっています。 

 



位 置 図 

整備箇所 

堀金 豊科 

3 



３ 

変則的な交差点であるこ
とと併せて建物等により
見通しが悪い！ 

改良前 
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生垣・住宅による死角 
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ラウンドアバウトを採用するに至った経緯 

当初の交差点改良案 

直角に交わらない 

宅地の残地が発生！ 

懸案事項として 
①直角に交わらない交差点となる。 
②交差点脇の住宅地（２棟）において用地買   
 収後、利用困難となる残地が発生し、 用地 
 交渉が難航する 
③地元要望では信号機設置が悲願であるが 
 現実は設置が難しい。 
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aa 

ラウンドアバウトを採用するに至った経緯 

ラウンドアバウト改良案 

改善できたこと 
①直角交差する必要がないので現 状の交差点位置をそのまま利用できる。 
②住宅地（２棟）の用地全てを有効利用できた。  
③ラウンドアバウトを採用したことで信号機設置が必要なくなった。 
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住宅（２棟）の移転により見
通しも良くなり、土地の有効
な利用が図れた。 

完成後 

５枝の交差点から４枝
の交差点に改良 
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(1)環道外径 
  設計方針を踏まえ、交差点部の走行軌跡の確認結果から、外径は３２ｍとした。 
(2)環道幅員及びエプロン幅員   
  走行軌跡の確認により環道幅員をＷ＝５．０ｍ、エプロン幅員をＷ＝３．０ｍとした。 
(3)路肩 
  環道部路肩、エプロン部路肩をＷ＝０．５ｍとした。 
(4)中央島 
  走行軌跡の確認から中央島はＤ＝１４．０ｍとした。  

構造・規格の決定について 

歩道 環 道 

ラウンドアバウトの計画断面図 安曇野市ラウンドアバウト交差点計画平面図 

歩道 環 道 エプロン 中央島 
歩道 環 道 

エプロン 
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安全対策 《カラー舗装》 

・自転車の車道左側通行を促す  
 矢羽を表示。 
・交差点への徐行進入を促す 
 「ゆずれ」を表示。 
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平成27年4月15日開通式 
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安曇野市都市建設部 
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